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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 
 本標準は、１９９５年にＩＴＵ－Ｔで承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１４４に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

なし 

 

2.2 ナショナルマター項目 

なし 

 

2.3 その他 

（1）本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、先行している項目はない。 

（2）本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、以下の項目についての記述を削除している。 

（a）付録 2 

（b）ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ障害－要求 

ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ回復－要求 

（c）信号リンク試験 

上記項目を削除した理由は、以下の通りである。 

（a）は現時点で、必要性が不明確なため。 

（b）は、ＪＴ－Ｑ２１４０で削除されているため。 

（c）は、ＪＴ－Ｑ７０４で削除されているため。 

なお、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告で規定しているが、本標準では規定しない事項で、本標準の理解を助け

るために記載しているものは＃で表示する。 

（3）本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、以下の項目を追加している（本文中では＊で表示する）。 

（a）図５－１における「ＭＡＡＬ－報告-表示（－，－，ＳＲＥＣ）」信号 

上記項目を追加した理由は、以下の通りである。 

（a）は、図５－１と表６－１との整合化を計るため。 

（4）本標準においては、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、変更する項目は特になし。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 制 定 日 改 版 内 容 

第１版 １９９６年１１月２７日 制定 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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要約

　ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）は、上位レイヤにより要求される機能をサポートするために、

ＡＴＭレイヤが提供するサービスを拡張する。ＡＡＬサ一ビスの１つとして、シグナリングエンティティ

をサポートするために必要なＡＡＬ機能から構成されるシグナリング用ＡＡＬ（ＳＡＡＬ）がある。その

構成は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１００で規定されている。

　ＳＡＡＬは分割／組立（ＳＡＲ）機能、およびコンバージェンスサブレイヤ（ＣＳ）により構成される。

ＣＳはＣＳ共通部（ＣＰＣＳ）とＣＳサービス依存部（ＳＳＣＳ）の２つのサブレイヤに分割される。共

通部プロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ⅰ３６３の６章で規定され、シグナリング用のサービス依存部の下位

プロトコルとして使用される。ＳＳＣＳは、機能上、以下の２つの部分に分割される。保証されたデータ

転送サービスを提供するサービス依存コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯＰ）とサービス依存コーディ

ネーション機能（ＳＳＣＦ）である。ＳＳＣＯＰはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１１０で規定されており、各種

ＳＳＣＦの使用に適合している。本標準は、ネットワークノードインタフェース（ＮＮＩ）における、Ｓ

ＡＡＬのレイヤマネジメント機能を規定する。

　ＮＮＩにおけるレイヤマネジメント機能は、エラー監視とシステムマネジメント機能とＳＡＡＬ間のコー

ディネーション機能を実行する。

　本標準は、ＳＡＡＬサブレイヤとレイヤマネジメントエンティティ間のマネジメントプリミティブに関

連するＮＮＩレイヤマネジメント機能について記述する。

キーワード

エラー監視

レイヤマネジメント

ＮＮＩ

ＳＡＡＬ
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１．規定範囲

　本標準はネットワークノードインタフェース（ＮＮＩ）でのシグナリング用ＡＴＭアダプテーションレ

イヤ（ＳＡＡＬ）のためのレイヤマネジメント機能を規定する。これらはサービス依存コネクション型プ

ロトコル（ＳＳＣＯＰ　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１１０〔２〕），ＮＮＩでのサービス依存コーディネーショ

ン機能（ＳＳＣＦ－ＮＮＩ　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１４０〔３〕），そしてシステムマネジメントとのイ

ンタフェースを含む。レイヤマネジメントはＮＮＩにおいて、ＣＳサービス依存部（ＳＳＣＳ）のために

以下の機能を提供する。

・エラー処理

・測定

・プロセッサ障害状態の通知

・検証中のリンク品質の確定

・通常運用中のリンク品質の確定

２．参照

　本標準では、他の発刊物を日付ありあるいは日付なしの形で参照している。これらの参照は、本文中の

適当な場所にて引用され、その発刊物は以下に示される。日付ありの参照の場合、参照されているものが

修正あるいは改定された場合は、本標準の修正時あるいは改定時にそれが盛り込まれた場合にのみ適用さ

れる。日付なしの参照の場合、常に最新版が適用される。

2.1　規定を与える参照物

〔1〕標準ＪＴ－Ⅰ３６３（平成５年１１月２６日　第２版）

－　広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）仕様

〔2〕標準ＪＴ－Ｑ２１１０

－　広帯域ＩＳＤＮ　ＡＡＬサービス依存コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯＰ）

〔3〕標準ＪＴ－Ｑ２１４０

－　広帯域ＩＳＤＮ　ＮＮＩシグナリング用

ＡＡＬサービス依存コーディネーション機能（ＳＳＣＦ－ＮＮＩ）

2.2　情報を与える参照物

〔4〕標準ＪＴ－Ｑ７０３

－　メッセージ転送部、信号リンク機能部

〔5〕標準ＪＴ－Ｑ７０４

－　メッセージ転送部、信号網機能部

〔6〕ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｑ．７５０

－　Overview of Signalling No.7 Management

〔7〕ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｑ．７５２

－　Monitoring and Measurements for Signallings System No.7

＃
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３．標準ＪＴ－Ｑ２１４４で使われている略語と用語

AA ATM Adaptation ＡＴＭアダプテーション

AAL ATM Adaptation Layer ＡＴＭアダプテーションレイヤ

ALN Alignment 初期設定

ANS Alignment Not Successful 初期設定失敗

ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード

BER Bit Error Ratio ビットエラー率

BGAK Begin Acknowledge（SSCOP PDU） 開始確認（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

BGN Begin（SSCOP PDU） 開始（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

BGREJ Begin Reject（SSCOP PDU） 開始拒否（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

B－ISDN Broadband Integrated Services Digital Network 広帯域ＩＳＤＮ

CC Congestion Ceased 輻輳解除

CD Congestion Detected 輻輳検出

END End（SSCOP PDU） 終了（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

ENDAK End Acknowledge（SSCOP PDU） 終了確認（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

ER Error Recovery（SSCOP PDU） エラー回復（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

ERAK Error Recovery Acknowledge (SSCOP PDU） エラー回復確認（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

INS IN Service 運用中

LM Layer Management レイヤマネジメント

LPO Local Processor Outage ローカルプロセッサ障害

LR Local Release ローカル解放

MAA Management ATM Adaptation マネジメントＡＴＭアダプテーション

MAAL Management ATM Adaptation Layer マネジメントＡＴＭアダプテーションレイヤ

MD Management Data（SSCOP PDU） マネジメントデータ（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

MPS Management Proving State マネジメント検証状態

MTP Message Transfer Part メッセージ転送部

MTP－2 Message Transfer Part Level 2 メッセージ転送部レベル２

MTP－3 Message Transfer Part Level 3 メッセージ転送部レベル３

MU Message Unit メッセージユニット

NC NO CREDIT クレジットなし

NNI Network Node Interface ネットワークノードインタフェース

NRP Number of Retransmitted SSCOP PDUs ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ再送回数

OOS Out Of Service 非運用中

OSI Open Systems Interconnection 開放型システム間相互接続

PDU Protocol Data Unit プロトコルデータユニット

PDUT SSCOP PDU Transmitted 送信ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ

PE Protocol Error プロトコルエラー

PNS Proving Not Successful 検証失敗

PO Processor Outage プロセッサ障害

POLL Poll（SSCOP PDU） ポール（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

QoS Quality of Service サービス品質

RR Remote Release リモート解放

RS Resynchronization（SSCOP PDU） 再同期（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

＃

＃
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RSAK Resynchronization Acknowledge（SSCOP PDU） 再同期確認（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

RSREC Timer_REPEAT-SREC Ｔｉｍｅｒ＿ＲＥＰＥＡＴ－ＳＲＥＣ

SAAL Signalling ATM Adaptation Layer シグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイヤ

SAR Segmentation And Reassembly 分割／組立

SD Sequenced Data（SSCOP PDU） シーケンスデータ（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

SR SSCOP Release ＳＳＣＯＰ解放

SREC SSCOP RECover ＳＳＣＯＰ回復

SSCF Service Specific Coordination Function サービス依存コーディネーション機能

SSCOP Service Specific Connection Oriented Protocol サービス依存コネクション型プロトコル

SSCOP-UU SSCOP User-to-User Information ＳＳＣＯＰユーザ間情報

SSCS Service Specific Convergence Sublayer ＣＳサービス依存部

STAT Solicited STATus（SSCOP PDU） 勧誘型状態（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

UD Unnumbered Data（SSCOP PDU） 非番号制データ（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

UDR UNIT DATA Received 受信ユニットデータ

USTAT Unsolicited STATus（SSCOP PDU） 非勧誘型状態（ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ）

４．レイヤマネジメント相互動作モデル

　レイヤマネジメントと他のプロトコル及びマネジメントエンティティとの関係を図４－１／ＪＴ－Ｑ２

１４４に示す。本図において、レイヤマネジメントはレイヤマネジメントと直接相互動作を行うエンティ

ティと線で結ぶ。これらのインタフェースの詳細は、第５章、第６章および第７章で述べる。

図４－１／ＪＴ－Ｑ２１４４

レイヤマネジメントと他のエンティティとの関係

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

システム

マネジメント

レイヤ

マネジメント

ＭＴＰ－３

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ

ＳＳＣＯＰ

ＡＡＬタイプ５共通部
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５．レイヤマネジメントとＮＮＩにおけるＳＡＡＬ間のインタフェース

　本章では、ＮＮＩにおけるＳＡＡＬレイヤマネジメントエンティティとＳＳＣＦ－ＮＮI、ＳＳＣＯＰ間

の信号を定義する。５．１節では、ＳＳＣＯＰとのインタフェースを定義する。５．２節では、ＳＳＣＦ

－ＮＮＩとのインタフェースを定義する。ＡＡＬタイプ５共通部のレイヤマネジメントとのインタフェー

スについての詳細は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３［１］の第６章に記述されている。

（注）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ⅰ３６３で定義されたレイヤマネジメントとＡＡＬタイプ５共通部との間には

現在のところ相互動作はない。

5.1　レイヤマネジメントとＳＳＣＯＰ間のインタフェース

　レイヤマネジメントとＳＳＣＯＰとの間では、表５－１／ＪＴ－Ｑ２１４４に示された信号が定義され

ている。

表５－１／ＪＴ－Ｑ２１４４

レイヤマネジメント－ＳＳＣＯＰ間の信号およびパラメータ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

種別

信号名 要求 表示 応答 確認

MAA－エラー 未定義 コード，

カウント

未定義 未定義

MAA－ユニットデータ MU MU 未定義 未定義

　これらの信号は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１１０［２］に定義されている。ここでは、参考として以下に

示す。

●　　「ＭＡＡ－エラー」信号は、ＳＳＣＯＰが各種エラーイベントの発生をレイヤマネジメントに報告

するために使用される。

●　　「ＭＡＡ－ユニットデータ」信号は、同位のレイヤマネジメントエンティティ間での非確認型情報

転送のために使用される。

（注）現状では、ＮＮＩにおけるＳＡＡＬレイヤマネジメントのための「ＭＡＡ－ユニットデータ」

信号を使用する手順は、定義されていない。

　これらの信号に含まれるパラメータを以下に定義する。

●　　メッセージユニット（ＭＵ）パラメータは、「ＭＡＡ－ユニットデータ－要求」信号で、レイヤマ

ネジメントからＳＳＣＯＰに転送されるサービスデータユニットや、「ＭＡＡ－ユニットデータ－

表示」信号で、ＳＳＣＯＰからレイヤマネジメントに転送されるサービスデータユットを含む。

●　　コードパラメータは、発生したエラーの種別を示す。報告されるエラーとそれに対応するコード値

の表は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１１０　［２］　に示されており、本標準の付録１にも参考として

示している。

●　　カウントパラメータは、ＳＤ　ＰＤＵの再送数を示す。
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5.2　レイヤマネジメントとＳＳＣＦ－ＮＮＩ間のインタフェース

　表５－２／ＪＴ－Ｑ２１４４に含まれるレイヤマネジメントとＳＳＣＦ―ＮＮＩ間の信号は、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｑ２１４０〔３〕で規定されている。これらの定義を、参考のため以下に示す。

表５－２／ＪＴ－Ｑ２１４４

ＳＳＣＦ－ＮＮＩとレイヤマネジメント（ＬＭ）間の信号

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

信号名 方向

ＭＡＡＬ－検証－表示 ＳＳＣＦ→ＬＭ

ＭＡＡＬ－強制モード解除－要求 ＬＭ→ＳＳＣＦ

ＭＡＡＬ－強制緊急－要求 ＬＭ→ＳＳＣＦ

ＭＡＡＴ－強制検証－要求 ＬＭ→ＳＳＣＦ

ＭＡＡＬ－検証停止－表示 ＳＳＣＦ→ＬＭ

ＭＡＡＬ－検証失敗－応答 ＬＭ→ＳＳＣＦ

ＭＡＡＬ－解放－要求 ＬＭ→ＳＳＣＦ

ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ障害－要求 ＬＭ→ＳＳＣＦ

ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ回復－要求 ＬＭ→ＳＳＣＦ

ＭＡＡＬ－報告－表示 ＳＳＣＦ→ＬＭ

　これらの信号は以下のように定義される。

「ＭＡＡＬ－検証－表示」信号は、ＳＳＣＦがレイヤマネジメント内で、コネクション検証のためのエ

ラー監視を開始するために使用される。

「ＭＡＡＬ－強制検証－要求」信号は、ＳＳＣＦに強制的に検証を行なわせるために使用される。

「ＭＡＡＬ－強制緊急－要求」信号は、ＳＳＣＦに検証を行わないようにさせるために使用される。

「ＭＡＡＬ－強制モード解除―要求」信号は、レイヤマネジメントが使われている検証モードに関与し

ないことを、ＳＳＣＦに通知するために使用される。

「ＭＡＡＬ－解放－要求」信号は、ＳＳＣＦにコネクションを解放させるために使用される。

「ＭＡＡＬ－検証停止－表示」信号は、検証手順が終了したことを示すために使用される。

「ＭＡＡＬ－検証失敗－応答」信号は、検証が失敗したことをＳＳＣＦに通知するために使用される。

「ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ障害－要求」信号は、ＳＳＣＦにローカルプロセッサ障害を示すため

に使用される。

「ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ回復－要求」信号は、ＳＳＣＦにローカルプロセッサが回復したこと

を示すために使用される。

「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号は、レイヤマネジメントにＳＳＣＦが検出したイベントを通知するため

に使用される。

「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号の一般的構造を以下に示す。

ＭＡＡＬ－報告－表示（“下位境界条件”，”上位境界条件”，“例外的状況下での理由”）

“下位境界条件”パラメータは、報告されたイベントがＳＳＣＯＰコネクションの解放を含む場合、Ｓ

ＳＣＯＰコネクションが解放されたのは、リモートもしくはローカルＳＳＣＦによってであるか、ＳＳＣ

ＯＰ自身によってであるかを示す。このパラメータは、ＲＲ，ＬＲ，ＳＲ，―などの値をとる。

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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　”上位境界条件”パラメータは、報告されたイベントがＳＳＣＦの上位境界におけるインタフェース状

態の遷移を含む場合、遷移先の状態を報告する。このパラメータは、ＯＯＳ，ＩＮＳ，ＡＬＮ，－などの

値をとる。

　“例外的状況下での理由”パラメータは、下位境界条件や上位境界条件のパラメータによって報告され

た遷移の理由、もしくは、境界条件パラメータが空きである場合に報告されるイベントの種別を示す。こ

のパラメータは、ＡＮＳ，ＳＲＥＣ，ＳＳＣＯＰ－ＵＵ，ＰＥ，ＣＤ，ＣＣ，ＰＤＵＴ，ＵＤＲ，－など

の値をとる。

キーワード：

ＡＬＮ 初期設定

ＡＮＳ 初期設定失敗

ＣＣ 輻輳解除

ＣＤ 輻輳検出

ＩＮＳ 運用中

ＬＲ ローカル解放

ＯＯＳ 非運用中

ＰＤＵＴ 送信ＰＤＵ

ＰＥ プロトコルエラー

ＲＲ リモート解放

ＳＲ ＳＳＣＯＰ解放

ＳＲＥＣ ＳＳＣＯＰ回復

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ ＳＳＣＯＰユーザ間情報

ＵＤＲ ユニットデータ受信

－ 空き

　「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号とその他のＭＡＡＬ信号のパラメータ値は、ＳＳＣＦの状態をレイヤマ

ネジメントに提供する（使用可能な通知の適用については表６／ＪＴ－Ｑ２１４０〔３〕参照）。

　状態遷移図（図５－１／ＪＴ－Ｑ２１４４）において、

（a）「MAAL－報告－表示（－，－，UDR）」信号は、どの状態においてもありうる。ここでは示されて

いない。

（b）状態遷移（ある状態から同じ状態への遷移、またはある状態から他の状態への遷移）要因として示さ

れていない信号はその状態においては許容されない。

（c）LMと SSCF間でやりとりされる信号は、衝突が発生しないように調整されるものとする。
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非
運
用
中

１

初
期
設
定
完
了

４

初
期
設
定

２

検
証

３

運
用
中

５

M
A

A
L-報
告

-表
示
（

-,-,SR
EC
）

M
A

A
L-報
告

-表
示
（

-,-,C
D
）

M
A

A
L-報
告

-表
示
（

-,-,C
C
）

M
A

A
L-強
制
検
証

-要
求

M
A

A
L-強
制
緊
急

-要
求

M
A

A
L-強
制
モ
ー
ド
解
除

-要
求

MAAL-報告-表示（LR,OOS,-）
MAAL-報告-表示（LR,OOS,ANS）
MAAL-報告-表示（-,-,SREC） ＊
MAAL-解放-要求
MAAL-ローカルプロセッサ障害-要求 ＃

M
A

A
L-検
証
停
止

-表
示

M
A

A
L-報
告

-表
示
（

-,-,PD
U

T）
M

A
A

L-報
告

-表
示
（

-,-,SR
EC
）

M
A

A
L-報
告

-表
示
（

-,-,C
D
）

M
A

A
L-報
告

-表
示
（

-,-,C
C
）

M
A

A
L-強
制
検
証

-要
求

M
A

A
L-強
制
緊
急

-要
求

図５－１／ＪＴ－Ｑ２１４４　　＊
ＭＡＡＬ信号に対するＳＳＣＦ－ＬＭ間の状態遷移図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

M
A

A
L-報
告

-表
示
（

-,IN
S,-）

MAAL-報告-表示（RR,-,SSCOP-UU）
MAAL-報告-表示（SR,-,-）
MAAL-報告-表示（LR,-,PE）

MAAL-検証失敗-応答
MAAL-報告-表示（LR,-,PE）
MAAL-報告-表示（LR,-,CD）
MAAL-報告-表示（RR,-,SSCOP-UU）
MAAL-報告-表示（SR,-,-）

MAAL-検証-表示

MAAL-ローカルプロセッサ障害-要求 ＃
MAAL-ローカルプロセッサ回復-要求 ＃
MAAL-強制検証-要求
MAAL-強制緊急-要求
MAAL-強制モード解除-要求

MAAL-解放-要求
MAAL-報告-表示（LR,OOS,-）
MAAL-報告-表示（LR,OOS,ANS）

MAAL-報告-表示（LR,OOS,-）
MAAL-報告-表示（LR,OOS,PE）
MAAL-報告-表示（RR,OOS,SSCOP-UU）
MAAL-報告-表示（SR,OOS,-）
MAAL-報告-表示（-,-,SREC） ＊
MAAL-解放-要求
MAAL-ローカルプロセッサ障害-要求 ＃

MAAL-ローカルプロセッサ障害-要求 ＃
MAAL-ローカルプロセッサ回復-要求 ＃
MAAL-強制検証-要求
MAAL-強制緊急-要求
MAAL-強制モード解除-要求
MAAL-検証停止-表示

MAAL-報告-表示（-,ALN,-）

MAAL-報告-表示（LR,OOS,ANS）
MAAL-報告-表示（-,OOS,-）
MAAL-報告-表示（-,OOS,ANS）
MAAL-解放-要求

MAAL-報告-表示（-,-,CC）
MAAL-報告-表示（LR,-,PE）
MAAL-報告-表示（RR,-,SSCOP-UU）
MAAL-報告-表示（SR,-,-）
MAAL-ローカルプロセッサ障害-要求 ＃
MAAL-ローカルプロセッサ回復-要求 ＃
MAAL-強制検証-要求
MAAL-強制緊急-要求
MAAL-強制モード解除-要求
MAAL検証停止-表示
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６．ＮＮＩにおけるＳＡＡＬ管理のためのレイヤマネジメント状態遷移表

　本章は、ＡＡＬコネクション終端点で提供されるＳＡＡＬサービスをサポートするＮＮＩにおけるＳＡ

ＡＬ管理のためのレイヤマネジメントの状態遷移表（表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４）を含む。状態遷移表

では、５．１節および５．２節で定義されるＭＡＡ信号およびＭＡＡＬ信号のシーケンスを用いる。

　表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４のイベントは、レイヤマネジメントとＳＳＣＦまたはＳＳＣＯＰとの境界

における信号、レイヤマネジメント内部イベント、およびローカルマネジメント検証状態などのマネジメ

ント状態情報である。表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４において、ある状態に対応しているが不正と示されて

いるいくつかのイベントは、ここでは発生しないと仮定されているレイヤマネジメントとＳＳＣＦもしく

はＳＳＣＯＰの境界での衝突の結果である。

　レイヤマネジメントの状態はＳＳＣＦの状態を認識することによって決定される。以下の状態を定義す

る。

（1）非運用中：この状態では信号コネクションは存在せず、ＳＳＣＦはＳＳＣＦユーザからの「AAL－開

始－要求」を待っている。

（2）初期設定：この状態ではＳＳＣＦは「ＡＡＬ－開始－要求」を受け取って、ＳＳＣＯＰコネクション

を設定するプロセスにあるか、コネクション設定を試みる合間の待機状態である。

（3）検証：この状態ではＳＳＣＦは既にＳＳＣＯＰコネクションを設定している。レイヤマネジメントは

設定を通知されておりエラー率監視の初期設定を行う。

（4）初期設定完了：この状態ではＳＳＣＦは検証を完了し、同位からの信号リンクがサービスに供せられ

る旨の通知を待っている。レイヤマネジメントは運用中エラー率監視を行う。

（5）運用中：この状態では、信号コネクションはＳＳＣＦユーザによってメッセージを転送するために使

われてもよい。レイヤマネジメントは運用中エラー率監視を行う。

　レイヤマネジメントは「ＭＡＡ－エラー－表示（Ｖ，カウント）」信号にもとづいて検証中におけるＳ

ＳＣＯＰによるＳＤ　ＰＤＵの再送を計数する内部状態変数、ＳＳＣＯＰ再送回数（ＮＲＰ）を持つ。レ

イヤマネジメントパラメータのＭａｘ＿ＮＲＰは、上記再送の最大許容数を決定する。

　レイヤマネジメントはＰＤＵの送信が可能な場合、クレジットの使用不可状態を監視する内部タイマ

Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ＿ＣＲＥＤＩＴ（ＮＣ）を持つ。本タイマの値はレイヤマネジメントパラメータの一つ

である。本タイマの満了時、レイヤマネジメントは、信号コネクションの解放を行なう「ＭＡＡＬ－解放

－要求」信号を生成する。

　レイヤマネジメントは、ＳＳＣＦからのＳＳＣＯＰ回復の報告が受信された場合に設定される内部タイ

マＴｉｍｅｒ＿ＲＥＰＥＡＴ＿ＳＲＥＣを持つ。回復の報告が受信された時にすでにこのタイマが動作中

であった場合には、レイヤマネジメントは信号コネクションの解放を行なう「ＭＡＡＬ－解放－要求」信

号を生成する。
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　いくつかのイベントは、エラーロギングを行なう。これらのエラー報告の蓄積と閾値との比較について

は本標準の範囲外である。

表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４の凡例

－ 境界条件の定義により不可

／ ローカルマネジメント内部のイベントの定義により不可
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表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４（１／３）

ＮＮＩにおけるレイヤマネジメントの状態遷移表

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

イベント

非運用中
1

初期設定
2

検証
3

初期設定完了
4

運用中
5

MAAL‐報告‐表示
(-,ALN,-)

２ － － － －

MAAL‐検証‐表示 不正 NRP:=0
3

－ － －

MAAL‐検証停止‐表示 １ 2 4 － －

MAAL‐報告‐表示
(-,INS,-)

不正 － － 5 －

MAAL‐報告‐表示
(-,OOS,-)

不正 1 － － －

MAAL‐報告‐表示
(-,OOS,ANS)

不正 1 － － －

MAAL‐報告‐表示
(LR,OOS,-)

不正 － 1 Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
1

Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
1

MAAL‐報告‐表示
(LR,OOS,ANS)

不正 1 1 Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
1

－

MAAL‐報告‐表示
(LR,OOS,PE)

不正 － － － Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
1

MAAL‐報告‐表示
(LR,-,PE)

不正 2 2 Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
2

－

MAAL‐報告‐表示
(LR,-,CD)

不正 － 2 － －

MAAL‐報告‐表示
(RR,OOS,SSCOP-UU)

不正 － － － Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
1

MAAL‐報告‐表示
(RR,-,SSCOP-UU)

不正 2 2 Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
2

－

MAAL‐報告‐表示
(SR,OOS,-)

不正 － － Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
1

MAAL‐報告‐表示
(SR,-,-)

不正 2 2 Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
2

－

MAAL‐報告‐表示
(-,-,SREC)

不正 － － Timer_REPEAT_SRECが動作中
の場合

MAAL‐解放‐要求
MAAL‐強制検証‐要求
Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停止
(注1)
1

それ以外の場合
Timer_REPEAT_SREC
起動
4

Timer_REPEAT_SRECが動作
中の場合

MAAL‐解放‐要求
MAAL‐強制検証‐要求
Timer_NO_CREDIT 停止
Timer_REPEAT_SREC 停
止
(注1)
1

それ以外の場合
Timer_REPEAT_SREC
起動
5

状態
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表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４　（２／３）

ＮＮＩにおけるレイヤマネジメントの状態遷移表

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

イベント
非運用中

1
初期設定

2
検証

3
初期設定完了

4
運用中

5
MAAL－報告－表示
(－，－，CD)

不正 － － 4 5

MAAL－報告－表示
(－．－，CC）

不正 2 － 4 5

MAAL－報告－表示
(－，－，PDUT）

不正 － － － 5

MAAL－報告－表示
(－，－，UDR）

エラーロギング
1

エラーロギング
2

MAAL－検証失敗－応答
2

エラーロギング
4

エラーロギング
5

MAA－エラー－表示
（A－M）

エラーロギング
1

エラーロギング
2

MAAL－検証失敗－応答
2

エラーロギング
4

エラーロギング
5

MAA－エラー－表示
(0)

エラーロギング
1

エラーロギング
2

－ ー ー

MAA－エラー－表示
(P)

不正 不正 エラーロギング
3

エラーロギング
4

エラーロギング
5

MAA－エラー－表示
(Q－T)

不正 不正 エラーロギング
3

エラーロギング
4

エラーロギング
5

MAA－エラー－表示
(U)

エラーロギング
1

エラーロギング
2

MAAL－検証失敗－応答
2

エラーロギング
4

エラーロギング
5

MAA－エラー－表示
(V，カウント)

不正 不正 NRP：＝NRP+カウント
NRP>Max_NRPならば

MAAL－検証失敗－応
答

2
それ以外の場合

3

エラーロギング
4

エラーロギング
5

MAA－エラー－表示
(W)

不正 不正 MAAL－検証失敗－応答
2

Timer_NO_CREDIT
起動

Timer_NO_CREDIT
起動

MAA－エラー－表示
(X)

不正 不正 － Timer_NO_CREDIT
停止

Timer_NO_CREDIT
停止

MAA－ユニットデータ－
表示
(MU)

マネジメント通信
プロトコルエラー

マネジメント通信
プロトコルエラー

マネジメント通信
プロトコルエラー

マネジメント通信
プロトコルエラー

マネジメント通信
プロトコルエラー

状態



- 13 - ＪＴ－Ｑ２１４４

表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４　（３／３）

３ＮＮＩにおけるレイヤマネジメントの状態遷移表

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

イベント
非運用中

1
初期設定

2
検証

3
初期設定完了

4
運用中

5
ローカルマネジメント
検証状態「通常」
（注 2）

MAAL－強制検証－要
求
1

MAAL－強制検証－要
求
2

MAAL－強制検証－要
求
3

MAAL－強制検証－要
求
4

MAAL－強制検証－要
求
5

ローカルマネジメント
検証状態「緊急」
（注 2）

MAAL－強制緊急－要
求
1

MAAL－強制緊急－要
求
2

MAAL－強制緊急－要
求
3

MAAL－強制緊急－要
求
4

MAAL－強制緊急－要
求
5

ローカルマネジメント検
証状態「ニュートラル」
（注 2）

MAAL－強制モード解
除－要求
1

MAAL－強制モード解
除－要求
2

MAAL－強制モード解
除－要求
3

MAAL－強制モード解
除－要求
4

MAAL－強制モード解
除－要求
5

Timer＿NO_CREDIT満了 / / / MAAL－解放－要求
Timer_REPEAT_SREC
停止
1

MAAL－解放－要求
Timer_REPEAT_SREC
停止
1

ローカルプロセッサ障害
（注 3）

MAAL－ローカルプロ
セッサ障害－要求
1

MAAL－ローカルプロ
セッサ障害－要求
2

MAAL－ローカルプロ
セッサ障害－要求
3

MAAL－ローカルプロ
セッサ障害－要求
Timer_NO_CREDIT停
止
Timer_REPEAT_SREC
停止
1

MAAL－ローカルプロ
セッサ障害－要求
Timer_NO_CREDIT停
止
Timer_REPEAT_SREC
停止
1

ローカルプロセッサ回復
（注 3）

MAAL－ローカルプロ
セッサ回復－要求
1

MAAL－ローカルプロ
セッサ回復－要求
2

MAAL－ローカルプロ
セッサ回復－要求
3

－ －

Timer_REPEAT_SREC満了 / / / 4 5

信号リンク
許容性能レベル
未達
（注 4）

/ / / MAAL－解放－要求
Timer_NO_CREDIT停
止
Timer_REPEAT_SREC
停止
1

MAAL－解放－要求
Timer_NO_CREDIT停
止
Timer_REPEAT_SREC
停止
1

注１－ローカルマネジメントの検証条件を「通常」に設定する方法は、実装に依存する。

注２－このイベントは、実装に依存する。

注３－ローカルプロセッサ障害の検出方法は、実装に依存する。

注４－９．１．１節参照。

状態

＃

＃
＃

＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃

＃
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７．システムマネジメントへのインタフェース

　システムマネジメントヘのインタフェースは今後の検討課題である。このインタフェースにより管理さ

れ得るシステムリソースを付属資料 Aに示す。

８．同位レイヤマネジメント間通信

　同位レイヤマネジメント間のメッセージ使用方法は今後の検討課題である。ＳＳＣＯＰでは、現在は必

要ないが、将来必要となる為「ＭＡＡ－ユニットデータ」信号種別を用意した。

９．レイヤマネジメント手順

9.1　エラー処理

　ＳＳＣＯＰがレイヤマネジメントへ報告する各種プロトコルエラーを付録１に示す。これらのエラー通

知受信によってとられる動作の内、表６－１／ＪＴ－Ｑ２１４４に規定されないものは、網特有でありえ

る。

9.1.1　運用中リンクのエラー監視

　レイヤマネジメントは、運用中状態リンクの性能が劣化して非運用状態に遷移すべきポイントを決定す

る。ＳＳＣＯＰからの「ＭＡＡ－エラー－表示」信号や、ＳＳＣＦからの「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号

に含まれる情報は、この目的のために使用することができる。性能が満足できないと決定されると、「Ｍ

ＡＡＬ－解放－要求」信号がレイヤマネジメントからＳＳＣＦへ送出される。

　エラー監視は、ＮＮＩ信号用リンクの送信側に必須の機能である。しかし、この決定のためのアルゴリ

ズムを標準化するかどうかは、今後の検討課題である。理想的なエラー監視アルゴリズムは以下の評価基

準を同時に満足しなければならない。

(1)バースト許容値

不要な切り替えを避けるため、エラー監視は、継続時間３００ミリ秒以下の全てのバースト的なエラー

を許容すべきである。また、継続時間４００ミリ秒のバースト的なエラーに対しても、その９０％は許容

しなければならない。

(2)回収されるデータ制限

リンクが１００％に近いセルエラー率を持続した場合、エラー監視がリンクを非運用にすべきであると

測定した時点において、回収されるべきトラヒック量が、ＴＥ１中に上位レイヤから到着する情報量の２

倍を越えないようただちにリンクを非運用にするべきである。

ＴＥ１は、４００ミリ秒長のバースト的なエラーの開始から、バースト的なエラー終了後の最初のＰＯ

ＬＬに対する応答として送信されたＳＴＡＴを受信するまでの時間の最大値である。ＴＥ１は、４００ミ

リ秒、ＳＳＣＯＰ　Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ、及びＰＯＬＬ送信からＳＴＡＴの結果を受信するまでの伝播

遅延の合計に等しい。ここで、この伝播遅延には、往復の伝播遅延時間とＰＯＬＬやＳＴＡＴの待合せ遅

延も含んでいる。また、この待合せ遅延はインプリメンテーション依存によるＳＳＣＯＰ中の“下位レイ

ヤビジー”機構により限界が決まる。

(3)過剰遅延の回避

エラー監視は、信号トラヒックの長時間にわたる過剰遅延を防ぐべきである。この”過剰遅延”や”長

時間”、の具体的な定義は、今後の検討課題である。

(4)バッファの制限

各セルエラー率が１００％に近づいた場合、リンク故障時のバッファ内の情報量は、いかなるセルエラー

率時のバッファ内情報量の１．４倍を越えるべきではない。
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(5)不必要な非運用イベントの回避

４Ｍｂｉｔ／ｓ以下の信号リンクに対する実効的なＢＥＲが１０－７より小さい場合、エラー監視により

決定されるリンクの平均故障間隔は、１０６秒以上であるべきである。

(6)低負荷状態での実効性

実効的なＢＥＲが１０―４以上で、ユーザ負荷が少なくとも０．０１アーランの場合、エラー監視は、６

００秒以内に９０％の確率で、そのリンクを非運用状態にすべきである。

(7)運用上の緩和

エラー監視は、リンク速度、リンク長及びトラヒック特性（たとえば負荷やメッセージサイズの分散）

の異なるリンクに対して、前述の評価基準に合わせるためにパラメータの手動調整を必要としないことが

望ましい。すくなくとも、ある速度のリンクとＴＥ１を満足するように設計されたエラー監視は、より小

さいＴＥ１に基づくすべてのリンク長の基準を満足し続けるべきである。ただし、基準（２）を、ＴＥ１

（最初のリンクのＴＥ１）の２倍の時間内に到着する情報量が、回収される情報量の限界であると解釈す

る。上記の判断基準を満たすアルゴリズムの一例を付録２に示す。

注１）シミュレーションにより、付録２のアルゴリズムが広範囲に渡るリンク速度、リンク負荷、トラヒッ

ク特性に関する評価基準を満たす。しかしながら、すべての可能性が検討されたわけではない。

注２）このアルゴリズムは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１１０［２］、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１４０［３］に

てそれぞれに定義される「ＭＡＡ－エラー」信号および「ＭＡＡＬ－報告」信号により提供されるＮＮＩ

におけるＳＳＣＯＰやＳＳＣＦからの情報を要求する。この情報をいかに提供するかは、インプリメント

に依存する。

注３）リンクを使用する網管理者によって確立された評価基準に合う、その他のアルゴリズムの使用は不

可能ではない。

9.1.2　長時間に渡るクレジットのなし状態の検出

　ＳＳＣＯＰは、同位レイヤに送りたいメッセージがあるのにクレジットを与えられていない場合、レイ

ヤマネジメントに（「ＭＡＡ－エラー－表示」信号を使用して）通知する。ＳＳＣＯＰは、再び一つでも

クレジットを与えられたときも、レイヤマネジメントに「ＭＡＡ－エラー－表示」信号を使って通知する。

レイヤマネジメントは、クレジットが無い時間がしきい値を越えたら、「ＭＡＡＬ－解放－要求」を送信

する。

注）同様の機能が、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７０３［４］の９章に記述されているタイマＴ６によってＭＴＰ

－２の中で実行される。

9.1.3　連続したＳＳＣＯＰ回復の検出

　ＳＳＣＦは、ＳＳＣＯＰ回復が起きた場合、（「ＭＡＡＬ－報告－表示」を用いて）レイヤマネジメン

トに通知する。レイヤマネジメントは、連続したＳＳＣＯＰ回復が起こった場合、リンクが運用中状態を

維持しないことを保証する。レイヤマネジメントが、ＳＳＣＯＰ回復を含んだ「ＭＡＡＬ－報告－表示」

を受信した場合、Ｔｉｍｅｒ＿ＲＥＰＥＡＴ－ＳＲＥＣが動作しているかどうか確認する。Ｔｉｍｅｒ＿

ＲＥＰＥＡＴ－ＳＲＥＣが動作している場合、レイヤマネジメントは、「ＭＡＡＬ－解放－要求」を送出

し、ローカルマネジメントの検証状態を“通常”に設定することにより、そのリンクが運用状態になる前

に検証に合格することを保証する。タイマが動作中か否かに関らず、レイヤマネジメントは次の連続した

回復を検出できるようにローカルマネジメント検証状態を設定する。Ｔｉｍｅｒ＿ＲＥＰＥＡＴ－ＳＲＥ

Ｃが満了しても、いかなる動作もとらない。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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9.2　測定

　レイヤマネジメントは、システムマネジメントによる照会のための各種カウンタ値（測定情報）を保持

し、規定されたイベントをシステムマネジメントに自律的に報告しなければならない。サポートされるべ

き一連の測定項目は、表９－１／ＪＴ－Ｑ２１４４の内容を含む。

表９－１／ＪＴ－Ｑ２１４４

信号リンクの障害と性能

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

項番 測定内容 単位 要求条

件

用法 測定間隔

（注）

１ リンクの運用中状態の継続時間 秒／ＳＬ Ｍ Ｆ，Ｐ，Ｎ ３０分

２ ＳＬ故障－全ての理由 イベント／ＳＬ Ｍ Ｆ，Ｒ，Ｐ 発生ごと

３ ＳＬ故障－応答なし

タイマ満了

イベント／ＳＬ Ｏ Ｆ，Ｒ，Ｐ 発生ごと

４ ＳＬ故障－エラー率超過 イベント／ＳＬ Ｏ Ｆ，Ｒ，Ｐ 発生ごと

５ ＳＬ故障－輻輳継続時間超過 イベント／ＳＬ Ｏ Ｆ，Ｒ，Ｐ 発生ごと

６ ＳＬ初期設定失敗 イベント／ＳＬ Ｏ Ｆ，Ｒ

Ｆ，Ｐ

５分

３０分

７ エラー種別ＳＤ損失の

「ＭＡＡ－エラー－表示」数

イベント／ＳＬ Ｏ Ｆ，Ｒ，Ｐ

Ｆ，Ｐ

５分

３０分

　注）この列内の値は、各測定に適した測定間隔。

　表中の略語：

Ｆ　－障害

Ｍ　－必須

Ｎ　－網計画と運用

Ｏ　－オプション

Ｐ　－性能

Ｒ　－実時間測定

ＳＬ－信号リンク
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表９－１／ＪＴ－Ｑ２１４４で示された測定項目の用途については、ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｑ．７５０［６］

のＯＳＩ管理種別やＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｑ．７５２［７］の運用種別に対応して分類されている。これらの

測定項目は、単独で使用されることも、網管理／運用／計画を目的とする網運用によって他の測定項目と

併せて使用されることもある。

　適用可能な用途の分類は、以下に定義される。

● 障害（Ｆ）－この分類区分は、発生イベント、報告すべき測定項目、障害検出、及び異常状態に対

する信号網の反応の監視に活用される。この目的のための測定は、通常、実時間的な利用のために

実行されるが、リソース性能の許容制限から、長時間の測定間隔が要求されてもよい。

● 網計画と運用（Ｎ）－この分類区分は、長期間に渡って使用される測定や、一般的に信号網リソー

スに外部的に保持される測定が含まれる。実際の用途は、リソース数（リンク数）の決定やリソー

ス構成（ルーチング）を含む信号網リソースの計画や規模（エンジニアリング）を含んでいる。

● 性能（Ｐ）－この分類区分は、実時間的、中期的、長期的な制御に使用される。その目的は、短期

／長期間を通じて網性能を保持することにある。

● 実時間測定（Ｒ）－この分類は、上記で定義された分類区分に加えて、実時間的に使用されるそれ

らの測定のために使用される。通常、実時間測定は、障害発生時や、最初の一回または間欠的ある

いは５分間隔に記録される測定に適用される。しかし、これらの測定は、早急な注意を要求する全

ての警報を含んでいる。

9.2.1　運用中状態の継続時間

　ＳＡＡＬレイヤマネジメントは、“リンク運用中”を表示するＳＳＣＦからの「ＭＡＡＬ－報告－表示」

信号の受信に基づいて、信号リンクが運用中状態に遷移する時を決定することができる。同様に、ＳＡＡ

Ｌレイヤマネジメントは、“非運用状態”を表示するＳＳＣＦからの「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号の受

信に基づいて、信号リンクが非運用状態になる時を決定することができる。これらの信号の到着時間の差

が、運用中状態であるリンクの継続時間を示す。

9.2.2　信号リンク障害

　障害の発生イベントとその理由は、ＳＳＣＦからの「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号、およびＳＳＣＯＰ

からの「ＭＡＡ－エラー－表示」信号を介して知ることができる。特に、ＳＳＣＯＰ　Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ

－ＲＥＳＰＯＮＳＥの満了による信号リンク障害は、コードパラメータをＰに設定した「ＭＡＡ－エラー

－表示」信号を受信することにより検出される。

　エラー率超過による障害は、運用中状態のリンクのエラー監視機能を通じ、ＳＡＡＬレイヤマネジメン

トによって決定されうる。この機能は、９．１．１節に記述されている。

　輻輳の超過継続時間は、クレジットなしの超過時間を検出するレイヤマネジメント機能を通じ、ＳＡＡ

Ｌレイヤマネジメントによって決定されうる。この機能は、９．１．２節に記述されている。

　信号リンク初期設定障害は、“初期設定失敗”を示す「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号の受信に基づいて

ＳＡＡＬレイヤマネジメントによって決定されうる。ＳＡＡＬレイヤマネジメントは、ＳＳＣＯＰからの

各信号リンクごとに受信する「ＭＡＡ－エラー－表示」信号の数を計数するために、内部カウンタを利用

することがある。
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9.2.3　信号リンク回復

　ＳＡＡＬレイヤマネジメントは、信号リンクが運用中状態になる場合を決定することが可能である。こ

れは、“リンク運用中”を表示するＳＳＣＦからの「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号の受信に基づく。

ＭＴＰ－３のみが、信号リンク回復の時（すなわち信号リンク試験（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７０４［５］の

１２章参照）が成功終了の後）を決定できる。よって、信号リンク回復測定の詳述は本標準の範囲外であ

る。

9.3　プロセッサ障害状態の取扱い

　実装依存の機能が、ＳＡＡＬより上位の機能レベルでの要因（例えば、受信メッセージをＳＡＡＬより

上位の機能レベルに対して転送されることができない場合）により、リンクの使用不可にしたり、レイヤ

マネジメントエンティティがＳＳＣＦに対して「ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ障害－要求」信号を発行

させたりする時期を決定する。リンクの使用が再び可能となった場合、レイヤマネジメントエンティティ

は、ＳＳＣＦに対して「ＭＡＡＬ－ローカルプロセッサ回復－要求」信号を発行する。

　ＳＳＣＦは、“リモート解放”及び“プロセッサ障害”を表示する「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号によっ

て、リモートプロセッサ障害の状態をＳＡＡＬレイヤマネジメントに通知する。この情報は、困難な故障

の切り分けや網の性能の測定に有用である。これらのエラー通知を受信した場合の動作については、網特

有でもよい。

9.4　信号リンク検証のマネジメント

　ＳＳＣＦが、リンク上に検証のためのメッセージを送信している間に、レイヤマネジメントエンティティ

はリンクの性能が十分かどうか判断しなければならない。この判断は、ＳＳＣＯＰから受信する「ＭＡＡ

Ｌ－エラー－表示」信号と、ＳＳＣＦから受信する「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号を用いる。１回の通常

検証中に送信されるメッセージ数（ＪＴ－Ｑ２１４０［３］におけるパラメータｎ１）、及び、一回の検

証を成功させるまでの最大許容再送（Ｍａｘ＿ＮＲＰ）は、以下の条件を考慮して設定されるべきである。

● 運用中エラー監視機能が、そのリンクを運用可能とみなす状態にある平均時間が１日未満となるよ

うなエラー率の条件下において、８分以内にリンクの検証が成功する確率が５％を越えないように

すること。

　ＳＳＣＦは、「ＭＡＡＬ－検証－表示」信号により、検証の開始をレイヤマネジメントに通知する。レ

イヤマネジメントは、「ＭＡＡＬ－検証失敗－応答」信号により、検証が失敗したことをＳＳＣＦに通知

する。「ＭＡＡＬ－検証停止－表示」信号がＳＳＣＦから受信された場合、レイヤマネジメントエンティ

ティの検証に関連する手順は停止される。

　一般にＳＳＣＦのユーザによってなされる、通常検証あるいは緊急検証のどちらかを実行するかの決定

権を持つレイヤマネジメントの能力は、強制的検証を通知するために、ＳＳＣＦに通知するための「ＭＡ

ＡＬ－強制検証－要求」信号を使用するかあるいは、「ＭＡＡＬ－強制緊急－要求」を使用することによっ

て可能となる。レイヤマネジメントは、「ＭＡＡＬ－強制モード解除－要求」信号を使用することで、強

制通常検証あるいは強制緊急検証を解除することをＳＳＣＦに通知する。各検証モードを強制する時期や、

その強制的なモードを解除する時期を決定するアルゴリズムは、網特有でもよい。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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付属資料 A
システムリソース

（ＪＴ－Ｑ２１４４に対する）

　６章で記述されたレイヤマネジメント状態（非運用中、初期設定、検証、初期設定完了、運用中）と、

９．２節で記述された測定項目に加えて、以下のようなシステムリソース、すなわちタイマおよびパラメー

タは、レイヤマネジメントとシステムマネジメント間のインタフェースによって管理される。

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ２１４４

（ＩＴＵ‐Ｔ　Ｑ．２１４４）

パラメータまたはタイマ デフォルト値

ＳＳＣＯＰパラメータとタイマ（注１）

ｋ ４０９６オクテット

ｊ ４オクテット

ＭａｘＣＣ ４

ＭａｘＰＤ ５００

Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣ ２００ミリ秒

Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ １００ミリ秒

Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ １．５秒

Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ １００ミリ秒

Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥ １００ミリ秒

ＭａｘＳＴＡＴ ６７

ＳＳＣＦパラメータとタイマ（注２）

Ｔｉｍｅｒ　Ｔ１ ５秒

Ｔｉｍｅｒ　Ｔ２ ３０秒

Ｔｉｍｅｒ　Ｔ３ 信号リンクの負荷が公称セル速度の約５０％となる値

ｎ１ １０００

レイヤマネジメントパラメータとタイマ

Ｍａｘ＿ＮＲＰ ０

Ｔｉｍｅｒ＿ＲＥＰＥＡＴ－ＳＲＥＣ １時間

Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＣＲＥＤＩＴ １．５秒

（注１）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１１０［２］の７．６節及び７．７節に定義されているが、便宜上再掲し

た。

（注２）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１４０［３］に定義されているが、便宜上再掲した。

さらに、ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの内部フラグ

ＬＰＯ（ローカルプロセッサ障害）と

ＭＰＳ（マネジメント検証状態）は、システムリソースである。本フラグの使用法、設定値や初期値はＴ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１４０［３］１２章において記述されている。

＃
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付録１

マネジメントエラー表示

（ＪＴ－Ｑ２１４４に対する）

　イベントの数は、レイヤマネジメントエンティティに従属したエラーの原因となる。関連したエラーパ

ラメータには、特定のエラー条件を示すエラーコードが含まれる。

　“エラー条件”の欄は、「ＭＡＡ－エラー－表示」信号が生成された時の、特定のプロトコルエラーイ

ベントやＳＳＣＯＰエンティティの基本状態を示す。本マネジメントエラー表示の記述とＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｑ２１１０［２］付属資料Ａとの規定の間に差異があった場合、ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｑ２１１０［２］の

記述が優先される。

付表１－１／ＪＴ－Ｑ２１４４

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４４）

エラー種別 エラー

コード

エラー条件

Ａ ＳＤ　ＰＤＵ

Ｂ ＢＧＮ　ＰＤＵ

Ｃ ＢＧＡＫ　ＰＤＵ

Ｄ ＢＧＲＥＪ　ＰＤＵ

Ｅ ＥＮＤ　ＰＤＵ

Ｆ ＥＮＤＡＫ　ＰＤＵ

Ｇ ＰＯＬＬ　ＰＤＵ

Ｈ ＳＴＡＴ　ＰＤＵ

Ⅰ ＵＳＴＡＴ　ＰＤＵ

Ｊ ＲＳ

Ｋ ＲＳＡＫ　ＰＤＵ

Ｌ ＥＲ

非勧誘型または不適当

なＰＤＵの受信

Ｍ ＥＲＡＫ

Ｏ ＶＴ（ＣＣ）＞＝ＭａｘＣＣ再送失敗

Ｐ Ｔｉｍｅｒ　ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ満了

Ｑ ＳＤまたはＰＯＬＬ，Ｎ（Ｓ）エラー

Ｒ ＳＴＡＴ　Ｎ（ＰＳ）エラー

Ｓ ＳＴＡＴ　Ｎ（Ｒ）またはリスト要素エラー

Ｔ ＵＳＴＡＴ　Ｎ（Ｒ）またはリスト要素エラー

その他のリスト要素エ

ラー種別

Ｕ ＰＤＵ長違反

ＳＤロス Ｖ ＳＤ　ＰＤＵは再送されなければならない

Ｗ クレジット不足クレジット状態

Ⅹ クレジット獲得
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付録 2
運用中リンクのエラー監視例

＃

＃
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